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去
る
十
月
十
六
日
、
日
本
善
行
会
参

与
の
大
岩
武
氏
（
九
十
二
歳
）
が
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。

大
岩
氏
は
、
平
成
十
年
か
ら
日
本
善
行
会
理
事
と
し
て
、

同
十
六
年
か
ら
常
務
理
事
と
し
て
、
同
二
十
二
年
ま
で
、

日
本
善
行
会
の
発
展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

１部50円

　　
福
島
県
支
部

支
部
で
折
鶴
寄
贈

福
島
県
支
部
長

山
﨑 

久
夫

支
部
で
は
、
会
員
が
手
分

け
し
て
折
っ
た
「
交
通
安
全

折
鶴
」
二
千
五
百
羽
を
「
秋

の
交
通
安
全
運
動
」
に
合
わ

せ
、
九
月
十
七
日(

金)

、
郡

山
地
区
交
通
安
全
協
会
に
寄

贈
し
ま
し
た
。

「
折
鶴
寄
贈
」
を
中
断
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ほ
ぼ

毎
年
継
続
し
て
寄
贈
し
て
お

り
、
対
応
し
て
い
た
だ
い
た

交
通
安
全
協
会
の
古
川
伸
一

専
務
理
事
か
ら
、
感
謝
の
言

葉
と
と
も
に
過
去
四
年
分
の

寄
贈
時
の
写
真
を
人
数
分
プ

リ
ン
ト
し
て
お
い
て
く
だ
さ

り
、
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

近
年
は
、
国
民
の
交
通
安

全
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り

や
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
外
出

自
粛
に
よ
り
、
交
通
事
故
は

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

七
月
に
は
千
葉
県
八
街
市
に

お
い
て
、
学
童
を
巻
き
込
む

重
大
事
故
も
発
生
し
て
い
ま

す
。悲

惨
な
交
通
事
故
が
無
く

な
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、
折

鶴
寄
贈
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
。

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

１
面
か
ら
の
つ
づ
き

晴
太
（
高
知
県
）
西
郷
典
生

（
福
岡
県
）
飯
田
芳
朗
、
福
田

民
雄
、
益
永　

亮
、
武
次
一

寛
、
松
丘
和
恵
、
原
武
万
寿

枝
、
下
成
正
一
、
田
中
重
文
、

金
澤
雅
明
、
倉
本
義
孝
（
佐

賀
県
）
野
嵜
英
子
、
坂
本
一

孝
、
山
下　

剛
、
田
中
正
人

（
熊
本
県
）
伊
勢　

聡
、
福
田

三
継
、
長
尾　

忠
（
大
分
県
）

工
藤
喜
賀
、
安
部
亜
希
子
、

神
田
定
義
、
志
賀
和
博
（
宮

崎
県
）
大
畑
忠
正
、
田
中
義

秋
、
八
木
美
樹
、
友
草
清
一

（
沖
縄
県
）
伊
波
幸
人
、
宮
里

文
博
、
金
城　

健

社

会

福

祉

（
北
海
道
）
レ
ナ
観
光
フ
ァ
ミ

リ
ー
会
、
中
西
昭
夫
、
上
石

直
恭
、
山
口
良
雄
（
青
森
県
）

一
戸
朝
江
、
木
村
治
代
、
天

内
美
津
子
、
三
浦
一
雄
（
岩

手
県
）
松
谷
俊
克
、
声
の
新

聞
、
渡
辺
美
登
里
（
宮
城
県
）

靖
善
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
、
吉

永　

馨
、
佐
竹
た
か
子
、
渡

部
正
春
、
根
本
朝
栄
、
佐
々

木
て
る
子
、
佐
藤
秋
彦
、
中

埜
節
子
、
松
浦
昭
夫
、
菊
池

相
子
、
星　

宏
子
、
菅
原
愛

子
、
武
田
英
明
、
西
元
え
り

子
、
伊
藤
雄
一
、
伊
藤　

勲
、

鈴
木
啓
之
、
遠
藤
尚
武
、
佐

藤
澄
子
、
千
葉
和
子
、
高
橋

清
子
、
伊
藤
千
恵
子
（
山
形

県
）
吉
田
美
紀
子
（
栃
木
県
）

目
黒
美
保
子
、
齋
藤　

幸
、

大
澤
里
香
、
髙
村
壽
子
、
松

本
能
彦
、
小
林
律
子
（
群
馬

県
）
猪
熊
よ
し
江
、
林　

和

一
（
埼
玉
県
）
石
塚
セ
ツ
子

（
千
葉
県
）
折
紙
綾
の
会
、
脳

ト
レ
美
浜
会
、
銭
太
鼓
蘇
我

鼓
蝶
会
（
東
京
都
）
伊
藤
康

治
、
加
藤
朝
雄
、
嶋
村
文
男
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
猫
の
足
あ
と
」

（
石
川
県
）
竹
山
雅
万
、
社

会
福
祉
法
人
眉
丈
会
尾
山
互

町
（
愛
知
県
）
橋
本
洋
子
（
滋

賀
県
）
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
滋

賀
県
第
三
十
三
団
（
兵
庫
県
）

神
戸
哲
雄
（
岡
山
県
）
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
で
し

こ
会
（
広
島
県
）
石
原
千
恵

子
（
徳
島
県
）
天
羽
一
水
、

黒
下
濱
子
（
愛
媛
県
）
関
川

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ス
モ
ス
会

（
福
岡
県
）
寺
田
恵
子
（
佐
賀

県
）
唐
津
虹
の
会
（
熊
本
県
）

杉
田
千
恵
美
（
大
分
県
）
豊

後
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
、
イ
ソ
ザ

キ
ビ
ー
チ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、

岩
田
美
佐
子
、
羽
田
野
信
子
、

秋
重
芳
子
、安
井
カ
オ
ル
（
沖

縄
県
）
森
山
朝
信

自
然
と
文
化
財
愛
護

（
北
海
道
）
特
定
非
営
利
活
動

法
人
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
・
エ
イ

ド
（
岩
手
県
）
八
重
樫
正
博
、

及
川
勇
治
、
栁
橋
新
一
（
栃

木
県
）
平
野
昭
夫
（
広
島
県
）

音
戸
の
舟
唄
保
存
会
（
佐
賀

県
）
鏡
か
ん
ね
劇
保
存
会
、

星
賀
山
ば
や
し
保
存
会
（
沖

縄
県
）
安
次
嶺
利
美
、
宮
里

良
子

受
賞
者
の
喜
び
の
声

受
賞
者
の

　
喜
び
の
声

善
行
銀
章
を
受
賞
し
て

東
京
都
江
戸
川
区

佐
々
木
澄
子

令
和
三
年
度
特
別
善
行
銀

章
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
六
人
の
子
育
て
を

し
な
が
ら
、
子
ど
も
会
活
動

銀

　
　章

に
関
わ
り
三
十
余
年
と
な
り

ま
す
。

子
ど
も
会
会
長
他
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

町
会
、
地
域
の
役
員
と
し
て
、

子
ど
も
の
育
成
に
携
わ
っ
て

お
り
ま
す
。

同
時
に
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー

ト
の
指
導
者
講
習
を
受
講
し

て
以
来
、
子
ど
も
会
行
事
、

町
会
の
お
祭
り
、
小
学
校
祭

り
、
児
童
館
ま
つ
り
等
で
、

バ
ル
ー
ン
の
指
導
を
し
て
参

り
ま
し
た
。

ま
た
、
高
校
の
部
活
動
よ

り
続
け
て
お
り
ま
す
コ
ー
ラ

ス
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
、
数
か
所
の
老
人
ホ
ー
ム

慰
問
と
か
、
図
書
館
等
で
の

演
奏
の
中
に
バ
ル
ー
ン
作
り

を
入
れ
て
、
皆
さ
ん
に
喜
ば

れ
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
ま
し
た

こ
の
二
年
間
は
、
あ
ま
り
活

動
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
少
人
数
の
中
で
の
指
導

は
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
育
成
に
尽
力
し

て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

令
和
二
年
度

秋
季
表
彰

善
行
表
彰
を
受
賞
し
て

京
都
府
宮
津
市村

岡
　
千
鶴

思
い
が
け
な
い
善
行
表
彰

の
受
賞
に
、
改
め
て
長
い
道

の
り
を
思
い
返
し
て
い
ま
す
。

活
動
の
原
点
と
な
る
地
域

婦
人
会
に
入
会
し
た
の
が

五
十
年
前
、
地
域
の
先
輩
た

ち
に
叱
咤
激
励
を
さ
れ
な
が

ら
、
地
域
の
た
め
に
な
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
、
何
事
に
も

一
生
懸
命
だ
っ
た
こ
と
を
思

い
起
こ
し
て
い
ま
す
。
環
境

問
題
と
地
域
福
祉
に
は
特
に

力
を
入
れ
現
在
に
至
り
、
小

学
生
の
登
下
校
の
付
き
添
い

や
見
守
り
、
高
齢
者
の
交
通

に
関
す
る
危
険
個
所
の
周
知

広
報
や
保
護
誘
導
な
ど
、
声

か
け
隊
と
し
て
日
常
の
生
活

の
中
で
続
け
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
昨
年
か
ら
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

り
、
以
前
の
よ
う
な
活
動
が

出
来
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
地

域
の
状
況
に
合
わ
せ
て
子
ど

も
や
高
齢
者
が
、
安
心
安
全

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
地
域
活
動
の
推
進
を
図
っ

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

令
和
二
年
度

秋
季
表
彰

善
行
表
彰
を
受
賞
し
て

山
口
県
下
関
市坂

本
　
征
男

私
に
、
こ
の
よ
う
な
表
彰

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

令
和
二
年
度
秋
季
善
行
表

彰
を
賜
り
、
何
か
の
間
違
い

か
と
思
い
ま
し
た
が
、
本
市

の
教
育
委
員
会
の
少
年
補
導

セ
ン
タ
ー
の
推
薦
と
の
こ
と

で
、
二
度
の
驚
き
で
し
た
。

私
は
、
青
少
年
健
全
育
成

の
活
動
を
三
十
余
年
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

他
に
町
内
の
役
員
も
四
十

余
年
、
寺
の
副
総
代
も
務
め

て
、
地
域
の
皆
様
と
協
力
し
、

子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

学
校
の
受
持
ち
は
中
学
一

校
、
小
学
校
三
校
で
す
。

月
一
回
教
育
員
会
で
情
報
交

換
会
、
ま
た
、
中
学
校
で
月
一

回
月
例
会
を
開
き
、
情
報
の

共
有
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

他
に
、
学
校
行
事
に
も
関

わ
っ
て
、
協
力
し
て
い
ま
す
。

月
に
三
回
程
度
、
夜
間
補

導
に
出
て
い
ま
す
。
小
学
校

校
区
は
、
各
校
に
三
人
づ
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
に
任
せ
て

い
ま
す
。
学
校
区
内
で
の
事

故
事
件
は
今
の
所
あ
り
ま
せ

ん
。

　　
青
森
県
弘
前
支
部

青
森
県
大
鰐
小
学
校

春
季
善
行
表
彰
伝
達
式

弘
前
市
か
ら
自
動
車
で
約

三
十
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
青

森
県
南
津
軽
郡
大
鰐
町
に
あ

る
大
鰐
小
学
校
は
、
本
年
度

の
春
季
善
行
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

こ
の
表
彰
を
伝
達
す
る
た

め
、
六
月
二
十
九
日
、
弘
前

支
部
の
黒
瀧
支
部
長
、
竹
村

副
支
部
長
、
立
石
常
務
理
事
、

小
田
桐
事
務
局
長
が
同
校
を

訪
問
し
ま
し
た
が
、
同
校
で

は
盛
大
な
式
典
が
用
意
さ
れ

て
お
り
、
訪
れ
た
四
名
も
大

い
に
感
動
さ
せ
ら
れ
帰
っ
て

参
り
ま
し
た
。

こ
の
模
様
の
記
事
が
当
地

方
新
聞
「
陸
奥
新
報
」
に
載

り
ま
し
た
の
で
、
原
文
の
ま

ま
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

大
鰐
小
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

部
が
春
季
善
行
表
彰

大
鰐
小
学
校
の
マ
ー
チ
ン

グ
バ
ン
ド
部
が
日
本
善
行
会

の
二
〇
二
一
年
度
春
季
善
行

表
彰
（
青
少
年
善
行
表
彰
の

公
共
生
活
の
貢
献
の
部
）
を

受
賞
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
〇

年
に
創
部
さ
れ
て
以
来
、

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
全
国
大

会
で
金
賞
を
二
度
受
賞
す

る
な
ど
功
績
を
残
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
内
を
中
心
に
、

津
軽
地
方
の
イ
ベ
ン
ト
や
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
で
も
演
奏
を

し
て
お
り
、
長
年
の
功
績
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
は
、
五
月
に
東
京

の
明
治
神
宮
で
行
わ
れ
る
予

定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止
と

な
り
、
六
月
二
十
九
日
に
同

校
で
伝
達
式
を
実
施
し
ま
し

た
。
全
校
生
徒
二
百
四
十
八

人
や
山
田
年
伸
町
長
ら
が
出

席
し
、部
長
の
斎
藤
希
桜
（
の

の
か
）
さ
ん
と
副
部
長
の
佐

藤
理
諸
さ
ん
が
、
日
本
善
行

会
弘
前
支
部
の
黒
瀧
信
行
支

部
長
か
ら
表
彰
状
と
盾
を
受

け
取
り
ま
し
た
。

左から山﨑支部長、草野理事、
古川専務理事、金山事務局長
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報


